
問 本町のワクチン接種率は沖縄県と比較
してどうか。
町長 県と同じ約57％である。
問 コロナ支援として、自宅療養を余儀なくされている
方への食料や買い物支援はどうなっているか。
町長 国より自宅療養者への支援の取組もおこなう通達
もあった、また担当者が買い物を依頼された事例もあり、
社協と連携し支援を行う体制が出来た。
問 コロナ禍において情報提供の周知活動は徹底
されているか。
町長 ＬＩＮＥ等広報も活用しながら、さまざまな媒体を
活用し情報提供の充実に努めていく。

問６月議会で取り上げた「生理の貧困」対策の具体的
な取組はどうなっているか。
町長 寄贈された生理用品は小中学校へ配布した。
また、こども課と社協窓口で購入が困難な方へ無償
配布を行った。
「生理の貧困」支援の継続ができないか。
町長 生理用品購入の補正予算を計上して継続した
支援を行う。

問 町民を訴える、また職員から訴えられる。行政
の信頼性を損なう残念な現状がある。どう解決し、
町民に説明するか。
町長 本町が適正としておこなった対応については、
専門家の判断を仰ぎ、結果は説明したい。
問 第一審で南風原町が敗訴している。この裁判
で判決を覆し、本町の正当性が認められるといえ
るか。
町長 今、裁判で審議中のため、答弁できない。

問 処分された職員は納得していない。
処分だけが下され、不服だったら訴え
ろ。こういう事が続いて職場として成り立つか。
町長 これでは行政が成り立たない。
問 衆議院選が迫る。誰を応援するか。支持政党は
どこか。
町長 現職の西銘代議士を、政党は公明党を支持
したい。

問 財政健全化に、私自身も責任を感じる。私に
できる責任の取り方は、再発防止の為、しっかりと
行政を監視し、提言を重ねていくことだ。一方で
何度この議論をしても行政は責任を認めない。
町長の認識を伺う。
町長 深く反省している。

問
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こんな質問もしました。
●南部東道路で地域を分断させるな
●ＰＣＲ検査への認識は
●ワクチン接種の安全性、有効性への認識は

Q Rコードを読み取ることで各議員の質問の様子を見ることができます。
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